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一
　
は
じ
め
に

　

咄
本
『
醒
睡
笑
』（1623
年
成
立
）
に
は
、「
落
書
」
と
い
う
標
題
の
下

に
、
一
連
の
笑
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
広
本
系
『
醒
睡
笑
』
に
は
、「
花

よ
り
も
団
子
」
を
句
の
一
部
に
有
す
る
落
書
か
ら
成
る
話
（
以
下
、「
当
話
」

と
呼
ぶ
）
が
存
す
る
。
例
え
ば
、「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
に
は
、

　
　

一　

信
長
公
始
て
京
都
に
石
垣
の
普
請
被
仰
付
毎
日
石
を
引
音
喧

　
　
　
　

し
か
り
け
れ
は

　
　
　
　
　

花
よ
り
も
だ
ご
の
京
と
そ
成
に
け
り
け
ふ
も
い
し
〳
〵
あ
す
も

　
　
　
　
　

い
し
〳
注〵注１

の
よ
う
に
見
え
る
。

　
『
醒
睡
笑
』
の
「
落
書
」
に
つ
い
て
、岩
波
文
庫
本
『
醒
睡
笑
（
上
）』（
岩

波
書
店
・
一
九
八
六
年
刊
）（
以
下
、『
岩
波
』
と
呼
ぶ
）
の
校
注
者
の
鈴
木

棠
三
氏
は
、

　
　

諷
刺
や
あ
ざ
け
り
を
匿
名
で
示
す
も
の
。
狂
歌
の
形
を
と
る
も
の
を
特

　
　

に
落
首
と
い
う
。
本
章
の
実
質
は
落
首
を
中
心
と
す
る
狂
歌
咄注注２
。

と
解
説
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
当
話
」
も
落
首
を
中
心
と
す
る
狂
歌

咄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、落
書
に
関
し
て
は
、ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』（1604-8

年
刊
）
で
は
、
具
体
例
を
挙
げ
て
詳
述
し
て
い
る
。

　
　

¶  Alguns pasquins que se com
poem

 em
 verso, que se cha-

　
　

m
am

 Racuxo, sam
 desta sorte de verso de sentido, 

 pala-

　
　

uras equiuocas tocando sotilm
ente na pessoa, ou m

ateria. 

　
　

Vt, no Taifeiqui.

　
　
　
　

Codzugauano, xejeno iuanam
i,fayaquereba,

　
　
　
　
　
　

Caquete fodonaqu, votçuru Tacafaxi.

　
　
　

Este se fez a hum
 capitam

 cham
ado Tacafaxi, o qual secre-

　
　

tam
ente deixando o dem

ais exercito passando o rio Codzu-

　
　

gaua, foy dar na fortaleza dos im
igos,

tornou fugindo de-

　
　

sbaratado,
 neste rio lhe m

ataram
 m

uyta gente. Caquru he 

　
　

fazer ponte,
 dar nos im

igos, 
com

o elle era Tacafaxi.i. ponte 

　
　

alta cai lhe bem
, Votçuru, &

 c.

…
…
（
訳
：
落注ラク
書注ショ
と
呼
ば
れ
る
と

　
　

こ
ろ
の
、
詩
で
構
成
さ
れ
る
、
あ
る
諷
刺
文
は
、
人
、
あ
る
い
は
、
事

　
　

項
に
つ
い
て
、
巧
み
に
言
及
す
る
、
意
図
を
持
つ
、
同
音
異
義
語
か
ら

　
　

成
る
、
詩
の
一
種
で
あ
る
。
例
え
ば
、
太注タイ
平注ヘイ
記注キ
に
お
い
て
、

『
醒
睡
笑
』
所
収
笑
話
に
お
け
る
「
花
よ
り
も
団
子
」
の
意
味
的
重
層
性
に
つ
い
て

漆　

﨑　

正　

人
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木注コ
津注ヅ
河注ガハ
ノ
、
瀬注セ
注々ゼ

ノ
岩注イハ
波注ナミ
、
早注ハヤ
ケ
レ
バ
、

　
　
　
　
　

カ
ケ
テ
ホ
ド
ナ
ク
、
落注オ
ツ
ル
高注タカ
橋注ハシ
。

　
　
　

こ
れ
は
高注タカ
橋注ハシ
と
呼
ば
れ
る
指
揮
官
に
作
ら
れ
た
。
彼
は
他
の
軍
隊
を

　
　

残
し
て
秘
か
に
木注コ
津注ヅ
河注ガハ
と
い
う
川
を
渡
り
、
敵
軍
の
城
塞
を
攻
撃
し
た

　
　

が
、
敗
北
し
て
逃
げ
帰
り
、
こ
の
川
で
多
く
の
人
々
が
彼
の
た
め
犠
牲

　
　

に
な
っ
た
。
カ
ク
ル
は
橋
を
渡
す
と
敵
軍
を
攻
撃
す
る
（
意
）
で
あ
り
、

　
　

そ
し
て
、
彼
は
高注タカ
橋注ハシ
、
す
な
わ
ち
、
高
い
橋
な
の
で
落注オ
ツ
ル
が
う
ま
く

　
　

合
う
の
で
あ
る
、
な
ど
。
…
…
）（
183
丁
表
）

ロ
ド
リ
ゲ
ス
に
よ
れ
ば
、詩
（
歌
）
の
落
書
、つ
ま
り
落
首
は
、同
音
異
義
語
、

す
な
わ
ち
掛
詞
の
よ
う
な
意
味
的
重
層
性
を
利
用
し
た
諷
刺
の
歌
と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
当
話
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
諷
刺
を
支
え
る

は
ず
の
と
こ
ろ
の
意
味
的
重
層
性
が
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
の

た
め
諷
刺
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
当
話
」
に
お
け
る
「
落
書
」
の
意
味
的
重
層
性

を
取
り
上
げ
、
解
明
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
諷
刺
性
も

明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
古
典
文
献
か
ら
の
引
用
は
、
複
製
資
料
を
原
則
と
す
る
が
、
翻
刻
・

翻
字
に
よ
る
場
合
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
明
記
す
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
本

の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
、
ロ
ー
マ
字
を
適
宣
漢
字
仮

名
交
り
に
直
す
こ
と
が
あ
る
。

　
二
　
類
話
と
の
比
較

　
「
当
話
」
に
は
、『
寒
川
入
道
筆
記
』（1613

年
成
立
）
の
「
落
書
付
　

誹

諧
之
事
」
に
次
の
よ
う
な
類
話
（
以
下
、「
寒
話
」
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
。「
書

陵
部
本
」
に
は
、

　
　

一　

か
く
れ
な
き
藤
戸
石
を
、
上
京
細
川
殿
御
屋
敷
よ
り
室
町
畠注注３
山
様

　
　

御
屋
敷
へ
、
信
長
公
御
引
な
さ
る
ゝ
。
数
日
御
手
間
入
け
れ
ハ
、
い
た

　
　

つ
ら
も
の
、

　
　
　
　

花
よ
り
も
団
子
の
京
ト
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　

け
ふ
も
い
し
〳
〵
あ
す
も
い
し
〳
注〵注４　
（
以
下
略
）

と
あ
る
。「
当
話
」「
寒
話
」
と
も
に
、
室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
昭
の
二
条
御

所
造
宮
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
は
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
落
書
」
の
題
材
が
「
当
話
」
で
は
石
垣
工
事
の
た
め
の
石
の
運
搬
で
あ
る

の
に
対
し
、「
寒
話
」
で
は
二
条
御
所
の
庭
石
と
す
る
た
め
の
藤
戸
石
と
い

う
名
石
の
運
搬
で
あ
る
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。「
落
書
」
に
つ
い
て

は
、
表
現
の
相
違
に
絞
れ
ば
、
第
二
句
が
、「
寒
話
」
で
は
〝
団
子
の
京
ト
〟

と
あ
る
の
に
対
し
、「
当
話
」
で
は
〝
だ
ご
の
京
と
そ
〟
と
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
当
話
」
で
は
、「
団
子
」
を
〝
だ
ご
〟
と
し
、
撥
音
無
表
記
の

仮
名
二
字
で
表
わ
し
た
た
め
、
字
数
を
整
え
る
た
め
に
、
格
助
詞
「
と
」
の

下
に
係
助
詞
「
ぞ
」
を
補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
係
結
び
の

法
則
で
、第
三
句
は〝
成
に
け
る
〟と
な
る
の
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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三
　「
当
話
」
に
関
す
る
先
学
の
言
及

　
「
当
話
」
に
関
わ
る
先
学
の
言
及
は
、
ほ
ぼ
「
当
話
」
に
お
け
る
注
釈
に

限
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
角
川
文
庫
本
『
醒
睡
笑
（
上
巻
）』（
角
川
書
房
・
一
九
六
四
年
刊
）

（
以
下
、『
角
川
』
と
呼
ぶ
）
で
は
、
校
注
者
の
鈴
木
棠
三
氏
は
、〝
始
め
て

京
都
に
石
垣
の
普
請
仰
付
け
ら
れ
〟、〝
花
よ
り
も
だ
ご
〟、〝
い
し
い
し
〟
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
脚
注
一
、二
、三
を
付
し
て
い
る
。
脚
注
一
に
は
、「
永
禄
十
二

年
春
、
足
利
義
昭
の
た
め
新
邸
を
建
造
し
た
時
の
こ
と注注５
。」
と
あ
り
、
事
柄

と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。脚
注
二
に
は
、「
花
よ
り
団
子
。風
流
よ
り
実
益注注５
。」

と
あ
っ
て
、〝
だ
ご
〟
が
「
団
子
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、〝
花
〟〝
だ
ご
〟

が
具
体
的
な
意
義
か
ら
、
句
全
体
で
の
慣
用
句
と
し
て
意
義
（〈
風
流
〉、〈
実

益
〉）に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
三
で
は
、「
女

房
詞
で
団
子
を
い
し
い
し
と
い
う注注５
。」
と
説
明
さ
れ
、「
い
し
い
し
」
の
語
釈

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
か
ら
推
測
す
る
と
、「
い
し
い
し
」
は
、「
石

石
」
と
、「
団
子
」
の
女
房
詞
と
し
て
の
「
い
し
い
し
」
と
が
掛
詞
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
の
「
落
首
」（
落
書
）
で
は
、
現
今
の
京
に

お
い
て
、
風
流
よ
り
も
石
垣
工
事
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
詠

ん
で
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
当
話
」
の
補
注
に
は
、

「
寒
話
」
を
引
き
、

　
　
〈（「
寒
話
」
の
：
漆
﨑
注
）
室
町
昌
山
様
は
、
足
利
義
昭
。
永
禄
十
二

　
　

年
二
月
、二
条
勘
解
由
小
路
に
義
昭
の
た
め
に
室
町
邸
を
造
営
す
る
時
、

　
　

藤
戸
石
と
い
う
巨
石
を
移
す
た
め
、
信
長
は
自
ら
こ
れ
に
臨
み
、
笛
太

　
　

鼓
で
安
々
と
曳
か
せ
た
。
全
工
事
は
僅
か
七
十
日
で
成
っ
た注注６
〉

と
史
実
と
絡
め
て
補
足
し
て
い
る
。

　

次
に
、
現
代
語
訳
の
東
洋
文
庫
『
醒
睡
笑
』（
平
凡
社
・
一
九
六
四
年
刊
）

（
以
下
、『
東
洋
』
と
呼
ぶ
）
で
は
、
訳
者
の
鈴
木
棠
三
氏
は
、
現
代
語
訳
の

「
当
話
」
に
後
注
を
付
け
、

　
　

団
子
を
女
房
こ
と
ば
で
、い
し
い
し
と
い
う
。
い
し
は
お
い
し
い
。『
寒

　
　

川
入
道
筆
記
』
に
は
信
長
が
巨
石
藤
戸
石
を
足
利
義
昭
邸
へ
数
日
が

　
　

か
り
で
運
ば
せ
た
の
で
、
い
た
ず
ら
者
が
詠
ん
だ
と
あ
る注注７
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、女
房
詞
と
し
て
の
「
い
し
い
し
」
の
「
い
し
」

が
〈
お
い
し
い
〉
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
こ
と
と
、「
寒
話
」
の
内
容
の
簡

略
な
紹
介
、
及
び
、「
寒
話
」
が
触
れ
る
「
落
書
」
の
作
者
に
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。

　

次
に
、『
岩
波
』
で
は
、『
角
川
』
と
同
じ
箇
所
に
鈴
木
氏
は
後
注
を
付
し

て
い
る
。〝
始
め
て
京
都
に
石
垣
の
普
請
仰
付
け
ら
れ
〟
に
は
、「
永
禄
十
二

年
（
一
五
六
九
）
春
、足
利
義
昭
の
た
め
新
邸
を
建
造
し
た
時
の
こ
と注注８
。」、〝
花

よ
り
も
だ
ご
〟
に
は
、「
花
よ
り
も
団
子
。
風
流
よ
り
は
実
益注注８
。」、〝
い
し
い
し
〟

に
は
、「
女
房
詞
で
団
子
を
い
し
い
し
と
い
う注注８
。」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

る
が
、
後
注
一
で
は
、〝
永
禄
十
二
年
〟
の
後
に
〝（
一
五
六
九
）〟
と
西
暦
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
、
後
注
二
で
は
、〝
花
よ
り
〟
の
後
に
助
詞
〝
も
〟
が
添
え

ら
れ
た
こ
と
以
外
に
は
相
違
が
な
く
、
注
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
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次
に
、
鈴
木
棠
三
氏
著
『
醒
睡
笑
研
究
ノ
ー
ト
』（
笠
間
書
院
・

一
九
八
六
年
刊
）
で
は
、「
当
話
」
を
掲
げ
た
後
に
「
寒
話
」
を
引
用
し
、「
当

話
」
の
二
条
御
所
造
営
工
事
の
拠
所
と
な
る
と
思
し
い
史
料
『
続
応
仁
後
記
』

（『
重
編
広
仁
記
』〈1711

年
刊
〉所
収
）を
掲
載
し
て
い
る
。『
続
応
仁
後
記
』

巻
十
「
二
条
御
所
造
営
御
移
徙
事
付
　

禁
中
御
修
理
事
」
か
ら
と
し
て
、

　
　

去
程
ニ
二
条
ノ
御
所
御
普
請
ノ
義
夜
ヲ
日
ニ
継
テ
急
カ
レ
ケ
レ
共
在
京

　
　

ノ
諸
軍
勢
ニ
侍
ハ
多
ク
シ
テ
人
足
ノ
下
部
寡
キ
故
造
工
ノ
果
取
行
カ
サ

　
　

リ
ケ
レ
ハ
信
長
自
身
普
請
場
エ
出
行 

 

公
方
家
ノ
御
作
事
誰
カ
是
ヲ
疎

　
　

ニ
可
存
哉
ト
奉
行
ニ
交
リ
諸
事
ヲ
下
知
シ
精
誠
ヲ
尽 

 

奔
走
セ
ラ
ル
是

　
　

ヲ
見
テ
諸
侍
ノ
歴
々
皆
自
身
土
石
ヲ
運
ヒ
人
足
ニ
交
テ
造
営
ヲ
急
キ
ケ

　
　

ル
程
ニ
其
レ
ヨ
リ
不
二　

幾
程
一　

 
 

御
普
請
悉
成
就
シ
ケ
リ
御
庭
作
ラ
レ

　
　

ケ
ル
時
ニ
故
細
川
氏
綱
カ
旧
宅
ニ
藤
戸
石
ト
テ
名
石
ノ
有
ケ
ル
ヲ
信
長

　
　

自
身
奉
行
ヲ
シ
テ
絹
布
ヲ
以
テ
石
ヲ
包
マ
セ
花
ヲ
粧
リ
木
遺
ヲ
謡
ハ
セ

　
　

笛
太
鼓
ニ
テ
囃
立
テ
多
勢
ニ
引
セ
テ
此
大
石
ヲ
即
時
ニ
御
所
エ
引
付
サ

　
　

セ
ケ
リ
又
九
山
八
海
ト
云
石
ハ
昔
慈
照
院
殿
ノ
御
時
花
ノ
御
所
ニ
建
置

　
　

シ
名
石
ナ
ル
ヲ
取
寄
セ
テ
皆
御
庭
ニ
立
ラ
ル
ヽ
其
外
名
石
名
木
名
草

　
　

種
々
ノ
奇
物
ヲ
取
集
メ
テ
御
庭
構
モ
不
日
ニ
成
就
ス
然
ル
上
ハ
頓
而
吉

　
　

日
良
辰
ヲ

ハ
セ
テ
同
四
月
六
日
公
方
家
彼
新
御
所
エ
御
移
徙
有
り注注９
。

　
　
（
以
下
略
）

と
引
い
て
い
る
。
か
な
り
詳
細
な
記
述
で
、
江
戸
中
期
の
史
書
で
は
、
さ
ら

に
「
九
山
八
海
」
と
い
う
名
石
も
運
搬
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、「
当
話
」
の
「
落
書
」
の
「
い
し
い
し
」
が
、「
石
石
」
と
、「
団
子
」

の
女
房
詞
と
し
て
の
「
い
し
い
し
」
と
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
岩

淵
悦
太
郎
氏
の「
醒
睡
笑
と
女
房
詞
・
東
国
方
言
」（
日
本
語
教
育
振
興
会『
日

本
語
』
二
ノ
三
・
一
九
三
〇
年
三
月
）
に
お
い
て
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

な
お
こ
れ
も
信
長
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
醒
睡
笑
』
の
巻

　
　

一
落
書
の
項
に
、
次
の
ご
と
き
話
が
あ
る
。

　
　
　
　

信
長
公
始
て
京
都
に
石
垣
の
普
請
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
、
毎
日
石
を

　
　
　

ひ
く
音
喧
し
か
り
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　

花
よ
り
も
た
こ
の
京
と
ぞ
な
り
け
る
け
ふ
も
石
々
あ
す
も
い
し

　
　
　
　
　

〳
〵
（『
滑
稽
本
集
』
五
〇
九
頁
）

　
　

こ
の
狂
歌
も
、
も
し
女
房
詞
を
知
ら
な
け
れ
ば
解
す
る
こ
と
は
出
来
な

　
　

い
。
女
房
詞
で
団
子
の
こ
と
を
い
し
〳
〵
と
言
う
。
第
二
句
の
「
た
こ
」

　
　

は
団
子
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
「
石
々
」
と
「
い
し
〳
〵
」（
団
子
）
と

　
　

を
か
け
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
何
の
奇
も
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
四
　「
当
話
」
の
「
落
書
」
の
意
味
的
重
層
性
に
つ
い
て

　
「
当
話
」
に
関
す
る
先
学
の
言
及
で
、「
落
書
」
の
意
味
的
重
層
性
の
指
摘

が
あ
っ
た
の
は
、〝
い
し
〳
〵
〟
が
、「
石
石
」
と
、「
団
子
」
の
女
房
詞
と

し
て
の
「
い
し
い
し
」
と
で
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
点
の
確
認
を
含
め
、
他
の
表
現
に
お
い
て
も
、
検
討

す
る
こ
と
に
す
る
。
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四
・
一
　〝
い
し
〳
〵
〟
に
つ
い
て

　
〝
い
し
〳
〵
〟
が
「
石
石
」
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
も
か
く
、「
団

子
」
の
意
と
し
て
の
用
法
が
女
房
詞
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
関
し
て
は
、
特

に
論
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典（
第
二
版
）』（
小
学
館
・
二
〇
〇
〇
〜
二
年
刊
）（
以
下
、

『
日
国
』
と
呼
ぶ
）
で
、〈
団
子
〉
の
意
の
「
い
し
い
し
」
の
項
目
の
挙
例
と

な
っ
て
い
る
、
女
房
詞
の
代
表
的
な
資
料
で
あ
る
、『
御
湯
殿
上
日
記
』
の

記
事
中
の
使
用
例
が
、当
該「
い
し
い
し
」の
確
実
な
古
例
と
思
わ
れ
る
。『
日

国
』
で
は
、
文
明
十
年
（1486

年
）
正
月
二
日
の
記
事
か
ら
の
例
と
し
て
、

　
　

あ
し
た
の
御
い
わ
ゐ
。
御
こ
わ
く
御
御
い
し
い
し
昨
日
に
お
な
し注注注

注

。

と
引
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、、〈
団
子
〉
の
意
の
「
い
し
い
し
」
が
女

房
詞
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ほ
か
に
、
女
房
詞
系
の
資
料
で

は
、『
女
房
躾
書
』（
室
町
時
代
成
立
）「
東
北
大
学
本
」
に
、

　
　

一　

た
ん
ご
を
は
お
ま
る
と
も
い
し
〳
〵
共
ま
る
め
共
云

と
存
す
る
。

　

江
戸
時
代
の
婦
人
語
資
料
に
は
、当
該
の
「
い
し
い
し
」
が
、『
婦
人
養
草
』

（1686

年
刊
）
に
は
、

　
　

だ
ん
ご
は　

い
し
〳
〵
と

と
見
え
、『
女
重
宝
記
』（1692

年
刊
）
に
は
、

　
　

一　

だ
ん
ご
は　

い
し
〳
〵

と
あ
り
、『
女
中
詞
』（1692

年
成
立
）「
国
会
図
書
館
本
」
に
は
、

　
　

い
し
〳
〵

　
　
　

丸　
〳
　〵

団
子

と
存
し
、『
女
中
言
葉
』（1712

年
成
立
）「
東
北
大
学
本
」
に
は
、

　
　
　

い
し
〳
〵

　
　
　

ま
る
〳
　〵

た
ん
こ
の
事

と
あ
っ
て
、『
女
言
葉
』（1722

年
成
立
）「
東
北
大
学
本
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
〳
〵

　
　

一　

た
ん
こ
の
事　
　

ま
る
〳
〵

な
ど
と
拾
え
る
。
ま
た
、方
言
資
料
の
『
物
類
称
呼
』（1775

年
刊
）
に
は
、

「
大
坂
屋
本
」
に
よ
れ
ば
、

　
　

 

団
子 

だ
ん
ご
○
伊
勢
に
て
◦
を
ま
り
と
い
ふ
◦
女
詞
に
い
し
〳
〵
と

　
　

云　

尾
州
に
て
は
ひ
ら
め
に
丸
き
を
い
し
〳
〵
と
い
ふ
（
以
下
略
）

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
ご
ろ
ま
で
は
、
当
該
の
「
い

し
い
し
」
は
婦
人
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
日
葡
辞
書
』（160

3-4

年
刊
）
で
出
自
が
女
房
詞
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
語
の
解
説
に 

Palaura de m
olheros „

（
婦
人
の
こ
と
ば
）と
説
明
し
て
い
る
こ
と
や
、『
女

重
宝
記
』
に
は
、
掲
載
さ
れ
た
婦
人
語
に
つ
い
て
、「
御
所
の
こ
と
ば
づ
か

ひ
な
れ
共
地
下
に
も
用注

も
ち
ゐ

る
こ
と
お
ほ
し
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
の
早
い
時
期
に
は
、
概
ね
婦
人
語
と
し
て
一
般
化
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、「
当
話
」
や
「
寒
話
」
の
「
落
書
」
の
作
者
は
男
性
で
あ
ろ

う
か
ら
、
当
人
に
と
っ
て
は
、
使
用
語
彙
で
は
な
く
理
解
語
意
で
あ
る
と
こ

(

(
)
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ろ
の
、
当
該
の
「
い
し
い
し
」
を
掛
詞
に
す
る
た
め
に
敢
え
て
用
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
に
、諧
謔
や
揶
揄
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

　

四
・
二
　〝
花
よ
り
も
だ
ご
〟
に
つ
い
て

　
〝
花
よ
り
も
だ
ご
〟
の
〝
だ
ご
〟
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
だ
ん
ご
」
の

撥
音
「
ん
」
の
無
表
記
形
で
あ
る
か
ら
、「
花
よ
り
も
団
子
」
を
表
わ
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。「
花
よ
り
（
も
）
団
子
」
は
、
古
例
と
し
て
『
誹
諧
連

歌
抄
』（1540

年
以
前
成
立
）
に
あ
る
、

　
　

花
よ
り
も
団
子
と
た
れ
か
岩
つ
つ
じ注注注

注

の
句
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
醒
睡
笑
』の
成
立
時
に
近
い
も
の
と
し
て
は
、『
犬

子
集
』（1633

年
成
立
）
に
、「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
」
の

　
　

花
よ
り
も
団だ
ん

子ご

や
あ
り
て
帰か

へ
る
か
り雁

が
あ
る
。「
三
『
当
話
』
に
関
す
る
先
学
の
言
及
」
に
お
い
て
見
て
き
た
よ

う
に
、「
花
よ
り
（
も
）
団
子
」
は
、
風
流
よ
り
も
実
益
を
重
じ
る
た
と
え

と
し
て
周
知
の
慣
用
句
で
は
あ
る
が
、「
当
話
」
の
場
合
、
仮
に
、「
い
し
い

し
」
＝
「
団
子
」
と
い
う
こ
と
で
、
石
の
運
搬
（
石
垣
工
事
）
を
実
益
と
解

す
る
と
、
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
は
ず
の
風
流
、
す
な
わ
ち
「
花
」
が
何
の
こ

と
に
な
る
の
か
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、「
当
話
」
の
「
花
よ
り
も
団
子
」
を
、
風
流
よ

り
も
実
益
を
重
ん
じ
る
た
と
え
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
、
適
切
な
の
か
と
い

う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

　

改
め
て
、「
当
話
」
に
お
け
る
、「
花
」
と
「
団
子
」
が
何
を
指
し
て
い
る

の
か
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

四
・
三
　〝
だ
ご
〟
に
つ
い
て

　

ま
ず
、「
だ
ん
ご
（
団
子
）」
に
つ
い
て
、
そ
の
語
義
を
見
る
と
、『
日
国
』

に
は
、

　
　

だ
ん
━

ご
【
団
子
】〘
名
〙
①
穀
物
の
粉
を
水
で
こ
ね
て
小
さ
く
丸
め
、

　
　
　

蒸
し
、
ま
た
は
ゆ
で
た
も
の
。
醬
油
の
付
焼
に
し
た
り
、
あ
ん
、
き

　
　
　

な
粉
な
ど
を
つ
け
た
り
し
て
食
べ
る
。
＊
米
沢
本
沙
石
集
（1283

）

　
　
　

五
本
・
八
「
せ
な
か
の
上
く
ぼ
み
た
る
ゆ
へ
に
た
に
と
い
ふ
べ
く
は
、

　
　
　

団
子
も
く
ぼ
み
た
り
」
＊
文
明
本
節
用
集
（
室
町
中
）「
団
子　

ダ

　
　
　

ン
ゴ　

小
餅
」
＊
浮
世
草
子
・
好
色
一
代
男
（1682

）
六
・
四
「
き

　
　
　

ぬ
か
へ
、
初
雪
、
火
燵
（
こ
た
つ
）
の
火
に
て
、
お
け
そ
く
の
団
子

　
　
　
（
ダ
ン
ゴ
）
を
手
に
ふ
れ
茶
事
せ
し
事
見
て
興
あ
り
」
＊
黄
表
紙
・

　
　
　

高
漫
斉
行
脚
日
記
（1776

）
中
「
お
ら
は
花
よ
り
朝
比
奈
切
通
し

　
　
　

の
だ
ん
子
が
く
い
た
い
も
の
だ
」
＊
小
学
読
本
（1873

）〈
榊
原
芳

　
　
　

野
〉
一
「
粽
は
団
子
を
、
茅
の
葉
、
菰
の
葉
に
て
包
み
た
る
食
物
な

　
　
　

り
」
②
（
①
が
丸
い
と
こ
ろ
か
ら
転
じ
て
）
人
の
言
行
が
角
ば
ら
な

　
　
　

い
こ
と
。
う
ま
く
そ
の
場
を
お
さ
め
る
こ
と
。
う
ま
く
丸
め
こ
む
こ

　
　
　

と
。
＊
洒
落
本
・
太
平
楽
巻
物
（1782

）「
な
が
ふ
い
へ
ば
ど
ふ
や

　
　
　

ら
団
子
（
ダ
ン
ゴ
）
ら
し
い
が
、
あ
っ
た
ら
器
量
を
も
ち
な
が
ら
、

注
12
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さ
り
と
は
い
や
し
い
お
ま
へ
の
商
売
」
＊
洒
落
本
・
一
目
土
堤
（17

　
　
　

88

）「
お
み
よ
や
お
つ
ね
が
、
団
子
（
ダ
ン
ゴ
）
を
い
っ
て
い
い
や
、

　
　
　

や
っ
と
で
む
り
に
出
し
た
」
＊
歌
舞
伎
、
戻
橋
脊
御
摂
（1813

）
序

　
　
　

幕
「
物
事
団
子
に
や
ら
か
さ
う
」
③
（
形
動
）
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
ひ

　
　
　

と
と
こ
ろ
に
か
さ
な
っ
て
い
る
こ
と
、
か
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
ま

　
　
　

た
、
そ
の
さ
ま
。
④
弾
丸
。
銃
弾
。
⑤
囲
碁
で
、
一
方
の
石
が
一
か

　
　
　

所
に
凝
集
さ
せ
ら
れ
て
、
働
き
の
な
い
形
。
絞
ら
れ
た
場
合
な
ど
に

　
　
　

よ
く
で
き
る
ま
ず
い
形
。
⑥
刑
事
を
い
う
隠
語
。〔
隠
語
輯
覧
（19

　
　
　

15

）〕
⑦
密
淫
売
婦
ま
た
は
曖
昧
料
理
屋
の
酌
婦
の
こ
と
。〔
隠
語

　
　
　

輯
覧
（1915

）〕（
以
下
略
）

と
、
七
義
立
て
て
い
る
が
、
①
以
外
は
、
少
な
く
と
も
「
当
話
」
の
頃
に
存

し
て
お
ら
ず
、
事
実
上
単
義
で
あ
る
か
ら
、「
だ
ん
ご
（
団
子
）」
の
語
義
内

で
掛
詞
は
成
り
立
ち
得
な
い
。

　

次
に
、〝
だ
ご
〟
の
同
表
記
異
義
語
に
つ
い
て
、「
当
話
」
の
頃
に
存
し
た

可
能
性
の
あ
る
語
を
、『
日
国
』
で
見
る
と
、「
た
こ
（
凧
）」、「
た
こ
（
蛸
）」、

「
た
こ
（
多
故
）」、「
た
こ
（
脊
瘡
）」、「
た
こ
（
腁
胝
）」、「
た
ご
（
担
桶
）」、

「
だ
こ
（
唾
壺
）」、「
だ
つ
ご
（
脱
誤
）」（
促
音
が
無
表
記
の
場
合
と
し
て
）、

「
た
ん
こ
（
単
孤
）」、「
た
ん
ご
（
丹
後
）」、「
た
ん
ご
（
担
桶
）」、「
た
ん
ご

（
端
午
）」、「
だ
ん
ご
（
談
合
）」
な
ど
が
あ
る
け
れ
ど
も
、い
ず
れ
も
文
脈
上
、

「
だ
ん
ご
（
団
子
）」
と
掛
詞
に
は
成
り
兼
ね
る
。

　

で
は
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
「
当
話
」
の
「
落
書
」
で
は
、〈
団
子
〉
を
意
味
す
る
語
が
二
語
三
箇
所
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、「
当
話
」
の
主
役
が
信
長
で
あ
る
こ
と
が
、
注
目

さ
れ
る
。「
当
話
」
の
注
釈
等
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
、「
当
話
」

は
信
長
の
団
子
好
き
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
醒
睡
笑
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
の
『
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
』（1614

〜24

年
頃
成
立
）
に
は
、
信
長
の
団
子
好
き
を
め
ぐ
る
笑
話
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
大
東
急
記
念
文
庫
本
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

一　

お
た
の
の
ふ
な
か
公
時
々
け
う
に
た
ん
こ
を
き
こ
し
め
す
よ
く
ま

　
　
　
　

ひ
る
と
て
京
わ
ら
ん
へ
共
上
さ
ま
た
ん
こ
と
申
是
を
一
段
と
そ
こ

　
　
　
　

つ
成
小
性
御
前
ち
か
き
所
に
て
ち
か
〳
〵
と
申
こ
れ
を
聞
給
ひ
て

　
　
　
　

御
ふ
く
り
う
な
さ
れ
す
て
に
御
か
ん
き
を
か
う
ふ
ら
ん
と
せ
し
を

　
　
　
　

一
け
い
道
三
お
り
ふ
し
御
せ
ん
に
あ
り
て
御
も
つ
と
も
の
き
に
て

　
　
　
　

は
候
へ
共
世
上
に
さ
や
う
に
申
事
返
て
御
ほ
ま
れ
に
て
御
座
候
其

　
　
　
　

ゆ
へ
は
昔
て
ん
子
ち
ま
き
を
御
ら
ん
し
て
一
た
む
を
も
し
ろ
き
よ

　
　
　
　

し
ち
よ
く
ち
や
う
あ
れ
は
そ
れ
よ
り
し
て
き
や
う
わ
ら
む
へ
と
も

　
　
　
　

内
り
ち
ま
き
と
申
な
ら
は
し
候
と
申
さ
れ
け
れ
は
の
ふ
な
か
御

　
　
　
　

き
け
ん
な
を
り
右
の
御
小
性
御
し
や
め
ん
な
さ
る
そ
う
し
て
う

　
　
　
　

へ
〳
〵
の
御
そ
は
に
こ
れ
あ
ら
む
人
は
万
事
に
き
つ
か
ひ
い
た
さ

　
　
　
　

う
事
ち
や

信
長
の
団
子
好
き
が
京
で
有
名
に
な
っ
て
い
て
、
頻
繁
に
食
す
る
の
で
、
京

の
口
さ
が
な
い
連
中
が
、「
う
へ
さ
ま
だ
ん
ご
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
報

告
し
た
小
姓
が
、
信
長
に
激
怒
さ
れ
、
す
ん
で
の
所
で
、
手
打
ち
に
さ
れ
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、『
醒
睡
笑
』
な
ど
の
他
の
咄
本
に
は
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こ
の
類
話
は
存
し
な
い
。
元
と
な
っ
た
逸
話
に
つ
い
て
、「
下
に
信
長
を
上

様
と
い
い
、
一
渓
道
三
が
登
城
す
る
（
刈
本
等
）
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
成
立

は
、
信
長
が
足
利
将
軍
義
昭
を
逐
っ
て
名
実
共
に
天
下
の
実
権
を
握
っ
た
天

正
元
年
（
一
五
七
三
）
七
月
以
降
、
本
能
寺
の
変
で
斃
れ
る
同
十
年
六
月
ま

で
の
こ
と
で
あ
ろ
う注注注

注

。」
と
推
定
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
元
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
笑
話
化
す
る
際
に
、
呼
称
や
登
場
人
物
の
配
置
等
が
改
め
て
構
成
さ
れ
て

い
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
信
長
は
、
日
本
人
で
最
初
に
コ
ン
ペ
イ
ト
ー
を
食
べ
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
信
長
は
、
自
身
に
献
上
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
自

分
が
気
に
入
っ
た
も
の
し
か
受
け
取
ら
な
い
人
物
で
あ
る
が
、
宣
教
師
ル
イ

ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
献
上
し
た
コ
ン
ペ
イ
ト
ー
が
か
な
り
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、

少
な
く
と
も
二
度
に
亘
り
受
け
取
っ
て
い
る
。

　
　

私
は
金
米
糖
入
り
の
ガ
ラ
ス
瓶
を
一
つ
と
蠟
燭
数
本
を
贈
っ
た注注注

注

。（
一

　
　

五
六
九
年
六
月
一
日
付
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
）

　
　

そ
れ
か
ら
二
、三
日
後
、
私
は
再
び
立
佐
を
遣
わ
し
て
彼
を
訪
問
さ
せ
、

　
　

金
平
糖
の
入
っ
た
瓶
を
持
っ
て
行
か
せ
た
。（
一
五
七
三
年
五
月
二
七

　
　

日
付
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
）

　

ま
た
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
同
じ
一
五
六
九
年
六
月
一
日
付
け
の
書
翰

の
中
で
、
信
長
に
つ
い
て
、

　
　
　

こ
の
尾
張
国
主
は
年
齢
三
十
七
歳
ほ
ど
で
、背
は
高
く
痩
せ
て
お
り
、

　
　

鬚
は
少
な
い
。
声
は
よ
く
通
り
、
軍
事
的
修
練
に
深
く
没
頭
し
、
粗
野

　
　

で
あ
る
。
正
義
と
慈
悲
の
業
を
好
み
、尊
大
で
名
誉
を
非
常
に
愛
す
る
。

　
　

大
い
に
決
断
を
秘
め
、
戦
術
に
関
し
て
は
い
と
も
巧
み
で
あ
り
、
規
律

　
　

や
家
臣
の
助
言
に
は
僅
か
、
或
い
は
ほ
と
ん
ど
全
く
従
わ
ず
、
諸
人
か

　
　

ら
極
度
に
畏
敬
さ
れ
て
い
る
。
酒
は
飲
ま
ず
、（
人
の
）
取
扱
に
は
厳

　
　

格
で
、
日
本
の
王
侯
を
こ
と
ご
と
く
見
下
し
、
位
低
き
者
に
対
す
る
か

　
　

の
よ
う
に
肩
の
上
か
ら
彼
ら
に
語
り
か
け
る
。
す
べ
て
の
人
が
絶
対
君

　
　

主
に
対
す
る
よ
う
に
服
従
す
る
。
よ
き
理
解
力
と
明
晰
な
判
断
力
を
具

　
　

え
、
神
仏
や
あ
ら
ゆ
る
類
の
偶
像
、
い
っ
さ
い
の
異
教
的
占
い
を
軽
蔑

　
　

し
て
い
る注注注

注

。（
以
下
略
）

と
述
べ
、
信
長
が
飲
酒
を
し
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
、
信
長
に
少
な
く
と
も
二
度
コ
ン
ペ
イ
ト
ー
を
贈
り
、

そ
れ
を
そ
の
都
度
受
け
取
っ
て
い
る
の
は
、
信
長
が
飲
酒
を
好
ま
な
か
っ
た

こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
太
閤
記
』（1625

年
成
立
）
の
「
或

問
」
に
は
、
宣
教
師
た
ち
の
布
教
活
動
に
関
し
て
、

　
　

上注ジヤ
ウ
ゴ戸注
に
は
、
ち
ん
た
、
ぶ
だ
う
酒
、
ろ
う
け
、
が
ね
ぶ
、
み
り
ん
ち
う
。

　
　

下注ゲ
戸注コ
に
は
、
か
す
て
い
ら
、
ぼ
う
る
、
か
る
め
ひ
る
、
あ
る
へ
い
糖注ル
、

　
　

こ
ん
べ
い
糖注ル
な
ど
を
も
て
な
し
、
我注ワガ
宗注シウ
門注モン
に
引
入
る
事
、
尤注

も
つ
と
もふ
か
ゝ
り

　
　

し
也注注注

注

。

と
あ
り
、
宣
教
た
ち
の
、
酒
を
飲
ま
な
い
と
こ
ろ
の
「
下
戸
」
に
対
す
る
勧

誘
品
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン
ペ
イ
ト
ー
が
挙
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
酒

を
飲
ま
な
い
信
長
は
、
嗜
好
品
と
し
て
、
団
子
や
コ
ン
ペ
イ
ト
ー
な
ど
を
特

に
気
に
入
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
「
落

書
」
に
は
、〈
団
子
〉
の
意
の
語
が
二
語
三
回
、
し
か
も
〝
け
ふ
も
い
し
〳
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〵
あ
す
も
い
し
〳
〵
〟
と
表
現
さ
れ
、
信
長
の
団
子
（
の
食
事
）
は
連
日
で

あ
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、『
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物

語
』
で
は
、
信
長
の
団
子
好
き
が
「
う
へ
さ
ま
だ
ん
ご
」
と
称
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
「
落
書
」
の
〝
だ
ご
〟
は
、
こ
こ
で
は
、
信
長
の

こ
と
を
比
喩
的
に
指
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

四
・
四
　〝
花
〟
に
つ
い
て

　

当
該
「
落
書
」
の
〝
だ
ご
〟
が
、
比
喩
的
に
信
長
の
こ
と
を
指
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、〝
だ
ご
〟
と
対
比
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
〝
花
〟
は
何
を
指
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

四
・
三
で
行
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
「
は
な
（
花
）」
に
つ
い
て
、
そ
の
語
義

を
見
る
と
、『
日
国
』
か
ら
、
用
例
を
省
略
し
て
語
義
の
み
挙
げ
る
と
、

　
　

は
な
【
花
・
華
・
英
】〘
名
〙
一
植
物
の
器
官
の
一
つ
で
、
一
定
の
時

　
　
　

期
に
美
し
い
色
彩
を
帯
び
て
形
づ
く
る
も
の
。
①
種
子
植
物
で
、
有

　
　
　

性
生
殖
を
行
な
う
た
め
に
分
化
し
た
花
葉
と
花
軸
の
総
称
。
花
葉
に

　
　
　

は
花
冠
（
萼
片
・
花
弁
）・
雄
し
べ
・
心
皮
の
区
別
が
あ
る
。
花
弁

　
　
　

は
時
に
は
萼
片
や
苟
葉
と
と
も
に
、
美
し
い
独
特
の
色
彩
を
持
つ
が
、

　
　
　

実
際
に
は
緑
色
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
こ
れ
を
構
成
す
る
各
花
葉

　
　
　

の
有
無
に
よ
り
完
全
花
・
不
完
全
花
、
雌
し
べ
・
雄
し
べ
の
有
無
で

　
　
　

単
性
花
・
両
性
花
な
ど
に
区
別
す
る
。
普
通
、
つ
ぼ
み
が
開
い
た
も

　
　
　

の
で
、
受
精
し
て
実
を
結
ぶ
。
ま
た
、
隠
花
植
物
の
胞
子
穂
な
ど
を

い
う
こ
と
も
あ
る
。
②
（
春
、
百
花
に
さ
き
が
け
て
咲
き
、
ま
た
奈

良
時
代
以
来
そ
の
愛
好
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
）
特
に
梅
の

花
を
い
う
。
③
（
そ
れ
が
春
を
代
表
す
る
花
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
）

特
に
桜
の
花
を
い
う
。
平
安
後
期
に
固
定
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
以

降
「
花
」
す
な
わ
ち
「
桜
」
の
用
法
が
多
い
。
④
①
が
咲
く
こ
と
。

開
花
。
特
に
桜
の
花
に
い
う
。
⑤
①
を
見
て
賞
す
る
こ
と
。
特
に
桜

の
花
に
い
う
。
花
見
。
⑥
①
の
う
ち
、
神
仏
に
供
え
た
り
生
け
花
と

し
た
り
す
る
も
の
。
①
の
つ
い
て
い
な
い
枝
葉
な
ど
を
も
い
う
。
⑦

（
仏
前
に
供
え
る
と
こ
ろ
か
ら
）
植
物
「
し
き
み
（
樒
）」
の
異
名
。

⑧
花
を
い
け
る
こ
と
。
い
け
ば
な
。
花
道
（
か
ど
う
）。
お
花
。
⑨

露
草
の
花
び
ら
か
ら
し
ぼ
り
と
っ
た
青
色
の
絵
の
具
。
こ
れ
を
和
紙

に
し
ま
せ
て
青
花
紙
（
あ
お
ば
な
が
み
）
を
作
る
。
⑩
露
草
の
花
の

し
ぼ
り
汁
の
青
白
い
色
。
縹（
は
な
だ
）。
さ
ら
に
藍
染（
あ
い
ぞ
め
）

の
淡
い
藍
色
を
い
う
。
ま
た
、
花
染
。
⑪
米
、
麦
、
大
豆
な
ど
の
原

料
に
繁
殖
し
た
麴
黴
（
こ
う
じ
か
び
）。
麴
花
（
こ
う
じ
ば
な
）。
ま

た
、
麴
の
こ
と
。
⑫
自
然
界
の
美
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
、
春
の
風

雅
の
対
象
物
の
代
表
と
し
て
い
う
。「
花
ほ
と
と
ぎ
す
月
雪
」「
雪
月

花
」
な
ど
。
二
（
色
や
形
か
ら
比
喩
的
に
用
い
る
）
①
雪
、霜
、白
波
、

月
光
、
灯
火
な
ど
を
、
そ
の
形
状
や
色
合
の
白
の
意
識
を
な
か
だ
ち

と
し
て
花
に
見
立
て
て
い
う
こ
と
ば
。「
雪
の
花
」「
氷
の
花
」「
波

の
花
」「
湯
の
花
」「
硫
黄
の
花
」「
火
花
」「
風
花
」
な
ど
複
合
語
と

な
る
こ
と
が
多
い
。
②
灯
心
が
ど
ぼ
っ
て
、
そ
の
先
端
が
白
く
灰
状
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に
な
っ
た
も
の
。
③
瘡
（
か
さ
）、
あ
る
い
は
発
疹
。「
熱
の
花
」
④

茶
を
煎
じ
た
と
き
表
面
に
浮
く
あ
わ
の
、軽
く
細
か
い
も
の
を
い
う
。

⑤
月
経
。
三
花
に
あ
や
か
っ
た
り
、
花
を
か
た
ど
っ
た
り
、
あ
る
い

は
花
を
描
い
た
り
し
た
物
や
事
柄
。
①
造
花
。
つ
く
り
ば
な
。
か
ざ

り
ば
な
。②
散
華（
さ
ん
げ
）に
用
い
る
紙
製
の
蓮
の
花
び
ら
。③（「
纏

頭
」
と
も
書
く
。
花
の
枝
に
つ
け
て
進
物
の
意
か
ら
）
㋑
芸
人
や
力

士
な
ど
に
祝
儀
と
し
て
与
え
る
金
品
。
ま
た
、
祭
り
の
寄
付
を
も
い

う
。
か
ず
け
も
の
。
て
ん
と
う
。
心
付
け
。
紙
花
と
称
し
て
、
紙
を

ひ
ね
っ
て
与
え
、
の
ち
に
現
金
に
換
え
る
こ
と
も
あ
る
。
㋺
「
と
こ

ば
な
（
床
花
）」
に
同
じ
。
④
俳
諧
・
狂
歌
の
添
削
料
の
こ
と
。
入

花
（
い
れ
ば
な
）。
点
料
。
⑤
上
方
で
、芸
娼
妓
や
幇
間
（
ほ
う
か
ん
）

の
揚
げ
代
を
い
う
。
花
代
。
⑥
上
方
で
、
芸
娼
妓
の
花
代
を
計
算
す

る
た
め
に
用
い
る
線
番
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
計
る
時
間
。
芸
娼

妓
を
揚
げ
る
と
、
置
屋
の
線
番
場
に
線
香
を
立
て
、
そ
の
一
本
が
焼

え
つ
き
る
の
を
も
っ
て
花
一
つ
と
し
て
時
間
を
計
る
。
時
計
を
用
い

る
よ
う
に
な
っ
て
も
い
う
。
⑦
芸
娼
妓
・
幇
間
（
ほ
う
か
ん
）
が
、

線
番
に
よ
る
計
算
で
座
敷
に
呼
ば
れ
る
こ
と
。
⑧
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ

の
組
札
の
一
種
。
剣
や
筒
の
頭
に
花
の
つ
い
た
図
柄
の
も
の
。
全
部

で
九
枚
あ
り
、「
ロ
ハ
イ
」（
飛
龍
を
描
い
た
も
の
）
に
花
の
つ
い
た

も
の
を
貴
び
、
こ
の
札
を
持
っ
た
人
か
ら
打
ち
始
め
る
。
⑨
花
カ
ル

タ
。
花
札
。
ま
た
、
そ
れ
を
用
い
て
行
な
う
競
技
。
花
合
わ
せ
。
⑩

連
句
の
花
の
定
座
（
じ
ょ
う
ざ
）。
ま
た
、
花
の
句
。
⑪
昔
の
菓
子

の
名
。
丸
く
て
平
た
く
て
花
弁
に
似
た
形
の
も
の
。
も
と
は
吉
野
で
、

年
頭
に
蔵
王
権
現
に
供
え
た
餅
を
砕
き
、
米
を
加
え
て
作
り
、
二
月

一
日
、
諸
人
に
配
る
餅
。
花
（
は
な
）
の
果
物
。
四
花
の
美
し
く
、

咲
き
栄
え
る
さ
ま
に
た
と
え
て
い
う
。
①
（
形
動
）
は
な
ば
な
し
く

栄
え
る
こ
と
。
美
し
く
盛
ん
な
こ
と
。
は
な
や
か
な
こ
と
。
栄
華
。

繁
栄
。
②
（「
花
の
…
」
の
形
で
）
美
し
い
さ
ま
。
華
や
か
な
さ
ま

を
表
す
。
ほ
め
こ
と
ば
と
し
て
用
い
る
。
③
世
阿
彌
（
ぜ
あ
み
）
の

能
楽
論
の
用
語
。
観
客
に
感
銘
を
与
え
る
芸
の
お
も
し
ろ
さ
、
珍
し

さ
。
能
と
し
て
表
現
さ
れ
た
お
も
し
ろ
さ
を
い
い
、
ま
た
一
方
で
、

お
も
し
ろ
く
見
せ
よ
う
と
工
夫
し
、
珍
し
さ
と
は
何
か
を
感
得
す
る

演
者
の
心
の
は
た
ら
き
を
も
い
う
。
④
舞
台
、
演
芸
な
ど
で
、
表
現

の
は
な
や
か
さ
。
は
な
や
か
な
個
性
。
⑤
男
女
の
は
な
や
か
な
さ
か

り
を
い
う
こ
と
ば
。
ま
た
、
特
に
美
し
い
女
を
い
い
、
さ
ら
に
遊
女

を
も
さ
す
。
⑥
豪
勢
な
遊
び
。
贅
沢
な
遊
興
。
楽
し
い
こ
と
。
特
に
、

色
事
を
い
う
。情
事
。⑦
も
っ
と
も
よ
い
こ
と
。も
っ
と
も
貴
い
こ
と
。

多
く
、「
…
が
花
」
の
形
で
限
定
し
て
、
そ
の
範
囲
の
う
ち
だ
け
が

よ
い
、
と
い
う
意
で
用
い
る
。。
⑧
（「
…
の
花
」
の
形
で
）
あ
る
範

囲
の
中
に
あ
っ
て
、
見
ば
え
の
す
る
も
の
。
ま
た
、
よ
り
ぬ
か
れ
た

本
質
的
な
も
の
。
精
華
。
精
髄
。
五
実
に
対
し
て
、
花
の
あ
だ
な
さ

ま
。
本
物
で
な
い
も
の
。
あ
る
い
は
、
花
の
う
つ
ろ
い
、
は
か
な
く

散
る
さ
ま
に
た
と
え
て
い
う
。
①
（
形
動
）
人
の
心
な
ど
に
誠
実
さ

が
な
く
、
あ
だ
な
こ
と
。
う
わ
べ
だ
け
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の



44

　
　
　

さ
ま
。
②
（
形
動
）
人
の
心
や
風
俗
な
ど
の
変
わ
り
や
す
い
こ
と
。

　
　
　

う
つ
ろ
い
や
す
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
③
文
芸
論
の
用
語
と

　
　
　

し
て
、
実
に
対
し
て
い
う
。
和
歌
、
俳
諧
な
ど
で
、
意
味
内
容
を
実

　
　
　

に
た
と
え
る
の
に
対
し
、
詞
（
こ
と
ば
）
を
さ
す
こ
と
が
多
い
。
す

　
　
　

な
わ
ち
、
表
現
の
た
く
み
さ
、
お
も
し
ろ
さ
、
表
現
上
の
は
な
や
か

　
　
　

な
美
し
さ
な
ど
。
④
外
観
。
う
わ
べ
。
ま
た
、
そ
の
は
な
や
か
さ
、

　
　
　

美
し
さ
。
ま
た
、
見
か
け
だ
け
の
は
な
や
か
さ
で
、
実
質
の
伴
わ
な

　
　
　

い
こ
と
。
虚
飾
。
浮
華
。
⑤
本
籤
（
ほ
ん
く
じ
）
の
ほ
か
に
、
若
干

　
　
　

の
覚
金
が
出
る
籤
。
花
籤
。
六
隠
語
。
①
盗
人
仲
間
で
塩
の
こ
と
を

　
　
　

い
う
。
②
不
良
学
生
仲
間
で
警
官
を
い
う
。
③
盗
人
仲
間
で
美
人
を

　
　
　

い
う
。
④
盗
人
仲
間
で
着
物
を
い
う
。
⑤
女
子
学
生
間
で
、
ひ
い
き

　
　
　

の
こ
と
を
い
う
。（
以
下
略
）

と
、
極
め
て
多
義
で
あ
る
が
、「
は
な
（
花
）」
の
語
義
内
で
の
掛
詞
は
考
え

に
く
い
。

　

次
に
、「
は
な
（
花
）」
の
同
表
記
異
義
語
に
つ
い
て
、『
日
国
』
で
見
る
と
、

「
は
な
（
端
）」、「
は
な
（
鼻
）」
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と

の
掛
詞
も
考
え
が
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
引
し
た
『
続
応
仁
後
記
』
に
は
、「
当
話
」
や
「
寒
話
」

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
、
足
利
義
政
の
治
世
の
時
に
建
て
置
か

れ
た
「
九
山
八
海
」
と
い
う
名
石
も
、二
条
御
所
の
造
宮
に
あ
た
っ
て
は
、〝
花

ノ
御
所
〟
か
ら
運
ば
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川

書
店
・
一
九
八
二
〜
九
九
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、「
花
の
御
所
」
と
は
室
町
幕

府
三
代
将
軍
足
利
義
満
の
造
営
し
た
室
町
殿
の
別
称
で
あ
る
が
、
草
木
の
花

を
植
え
立
て
た
美
観
を
め
で
誇
っ
て
の
名
称
で
あ
り
、
特
に
八
代
将
軍
足
利

義
政
の
再
建
し
た
も
の
を
指
し
て
い
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

『
続
応
仁
後
記
』
で
は
、義
政
の
治
世
の
時
に
、「
花
の
御
所
」
に
あ
っ
た
「
九

山
八
海
」
を
、
信
長
が
二
条
御
所
の
庭
石
と
し
て
運
ば
せ
た
と
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
条
御
所
の
造
営
工
事
に
関
し
て
、
そ
の
約
三
十
年
後
の
史

料
『
信
長
公
記
』（1598

年
成
立
）
に
は
、「
永
禄
十
二
年
二
月
二
十
七
日
」

の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

永
禄
十
二
年
己
巳
二
月
廿
七
日
辰
の
一
点
御
鍬
初
在
之
方
に
石
垣
両

　
　

面
に
高
く
築
上
御
大
工
奉
行　

村
井
民
部
島
田
所
之
助
被
仰
付
洛
中
洛

　
　

外
の
鍛
冶
番
匠
杣
を
召
寄
隣
国
隣
郷
よ
り
材
木
を
よ
せ
夫
々
に
奉
行
を

　
　

付
置
無
由
断
候
之
間
無
程
出
来
訖
御
殿
の
御
家
風
尋
常
に
鏤
金
銀
庭
前

　
　

に
泉
水
遣
水
築
山
を
構
其
上　

細
川
殿
御
屋
敷
に
藤
戸
石
と
て
往
古
よ

　
　

り
の
大
石
は
是
を　

御
庭
に
可
被
立
置
の
由
に
て　

信
長
御
自
身
被
成

　
　

御
越
彼
名
石
を
綾
錦
を
以
て
つ
ゝ
ま
せ
色
々
花
を
以
て
か
さ
り
大
綱
餘

　
　

多
付
け
さ
せ
ら
れ
笛
大
鼓
つ
ゝ
み
を
以
て
囃
し
立　

信
長
被
成
御
下
知

　
　

即
時
に
庭
上
へ
御
引
付
候
并
東
山
慈
照
院
殿
御
庭
に
一
年
被
立
置
候
九

　
　

山
八
海
と
申
候
て
都
鄙
に
無
隠
名
石
御
坐
候
是
又
被
召
寄　

御
庭
に
居

　
　

さ
せ
ら
れ注注注

注

（
以
下
略
）

こ
の
記
述
で
は
、
義
政
の
別
邸
東
山
山
荘
（
東
山
慈
照
院
殿
）
の
庭
に
あ
っ

た
「
九
山
八
海
」
を
二
条
御
所
に
運
ば
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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次
に
『
信
長
公
記
』
の
成
立
の
約
九
十
年
後
の
史
料
『
織
田
軍
記
』（1685

年
頃
成
立
）
の
「
信
長
公
被
ル二

馳
上
ヲ一

事
附

二
条
御
所
御
普
請
所
々
御
仕
置
事
」

の
条
で
は
、

　
　

永
禄
十
二
年
正
月
九
日
、
吉
日
な
れ
ば
勢
州
へ
御
出
馬
あ
る
べ
し
と

　
　

て
、
…
…
今注コノ
春注ハル
は
堅
固
に
御
所
を
造
ら
る
べ
し
と
て
、
数
日
御
相
談

　
　

の
上
に
、
二
条
勘
解
由
小
路
武
衛
陣
の
前
の
御
所
の
焼
跡
を
、
東
北
へ

　
　

一
町
つ
ゞ
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
堀
ほ
り
ま
は
し
石
垣
築
上
げ
、
先
規
の
ご
と

　
　

く
経
営
し
て
、
…
…
中
に
も
御
庭
作
ら
る
ゝ
時
、
細
川
が
屋
敷
に
、
古

　
　

来
よ
り
藤
戸
石
と
て
名
石
あ
り
け
る
を
、御
庭
に
立
て
ら
る
べ
し
と
て
、

　
　

信
長
自
身
彼
の
舘注タチ
へ
御
越
な
さ
れ
、
様
々
に
御
下
知
あ
つ
て
、
彼
の
石

　
　

を
綾
錦
に
て
つ
ゝ
ま
せ
ら
れ
、
色
々
の
花
に
て
か
ざ
り
、
笛
太
鼓
に
て

　
　

は
や
し
た
て
、
木
や
り
を
う
た
は
せ
、
即
時
に
御
所
に
引
き
つ
け
ら
る
、

　
　

…
…
又
昔
東
山
殿
慈
照
院
義
政
公
の
御
治
世
の
時
、
御
庭
に
立
て
ら
れ

　
　

け
る
と
申
し
伝
へ
し
九
山
八
海
と
云
ふ
石
も
引
き
よ
せ
、
御
庭
に
す
ゑ

　
　

ら
れ
け
り注注注

注

と
あ
り
、
義
政
の
治
世
の
時
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、「
九
山
八
海
」
は
、
室
町
殿
、
す
な
わ
ち
「
花
の
御
所
」
に
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
す
る
と
、『
信
長
公
記
』
の
成
立
ご
ろ
か
ら
『
織
田
軍
記
』
の
成
立
ご
ろ

ま
で
の
間
に
「
九
山
八
海
」
の
元
の
所
在
場
所
が
東
山
山
荘
か
ら
「
花
の
御

所
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、「
寒
話
」
や
「
当
話
」
の
成
立

時
、
元
来
の
「
九
山
八
海
」
の
所
在
地
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

た
の
か
は
、
今
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
九
山
八
海
」

が
、
義
政
の
居
所
の
庭
に
あ
っ
た
名
石
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
に
ち
が
い
な

い
。
か
つ
て
栄
花
を
誇
っ
た
「
花
の
御
所
」
の
代
表
的
な
主
で
あ
っ
た
義
政

の
屋
敷
に
あ
っ
た
名
石
や
そ
の
他
の
主
だ
っ
た
石
の
運
搬
が
、
信
長
の
指
揮

の
も
と
、
信
長
に
よ
っ
て
将
軍
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
足
利
義
昭
の
二
条

御
所
造
営
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
出
来
事
は
、
京
に
お
け
る
、
最
高

実
力
者
が
、
実
質
的
に
は
、
室
町
将
軍
で
は
な
く
、
信
長
で
あ
る
こ
と
を
象

徴
す
る
事
件
と
し
て
、
京
の
人
々
は
、
受
け
留
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
整
合
的
に
捉
え
れ
ば
、「
寒
話
」
や
「
当
話
」
の
「
落
書
」

の
〝
花
〟
は
、「
花
の
御
所
」
を
下
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ

は
「
花
の
御
所
」
の
主
で
あ
る
室
町
将
軍
（
家
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
の
〝
花
〟
が
室
町
将
軍
（
家
）
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
と
い
う
推
測
は
、信
長
の
こ
と
を
比
喩
的
に
指
す
と
思
わ
れ
る〝
だ

ご
〟
と
対
比
さ
れ
る
〝
花
〟
は
、
信
長
と
対
比
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
と
も
辻
褄
が
合
う
。

　

つ
ま
り
、「
花
よ
り
も
団
子
の
京
と
成
に
け
り
」
と
は
、
京
の
当
時
の
最

高
実
力
者
が
、
室
町
将
軍
（
家
）
で
は
な
く
、
織
田
信
長
で
あ
る
こ
と
を
、

比
喩
的
に
風
刺
的
に
表
現
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、『
醒
睡
笑
』
所
収
笑
話
に
お
け
る
「
花
よ
り
も
団
子
」
の
意
味
的
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重
層
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
類
話
と
の
比
較
、
他
の
咄
本
の
笑
話
と

の
比
較
、先
行
研
究
や
史
料
の
検
討
な
ど
に
よ
っ
て
、結
局
、こ
こ
で
は
〝
だ

ご
〟
は
、団
子
好
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
信
長
の
こ
と
を
比
喩
的
に
指
し
、〝
花
〟

は
「
花
の
御
所
」
の
下
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
の
足
利
将
軍
（
家
）

の
こ
と
を
比
喩
的
に
指
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
「
落
書
」
は
、「
花
よ
り
も
団
子
」
と
い
う
、
慣
用
句
を
借
り
、
京

で
の
事
実
上
の
最
高
実
力
者
の
交
替
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
か
も
〈
団
子
〉
の
意
の
語
が
延
べ
三
回
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、

京
が
信
長
の
時
代
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
、
京
の
人
々
の
衝
撃
の
大
き
さ
が
現

れ
て
い
る
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、〈
団
子
〉
の
意
の
語
と
し
て
婦
人
詞
の
「
い
し
い
し
」
が
二
度
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
欧
文
化
比

較
』（1585

年
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
と
の
飲
酒
文
化

の
違
い
の
一
つ
を
、

　
　

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
酒
を
飲
ん
で
前
後
不
覚
に
陥
る
こ
と
は
大
き
な
恥

　
　

辱
で
あ
り
、
不
名
誉
で
あ
る
。
日
本
で
は
そ
れ
を
誇
り
と
し
て
語
り
、

　
　
「
殿Tono

は
い
か
が
な
さ
れ
た
。」
と
尋
ね
る
と
、「
酔
払
っ
た
の
だ
。」

　
　

と
答
え
る注注注

注

。

と
指
摘
し
て
お
り
、
信
長
が
酒
を
飲
ま
ず
、
団
子
好
き
で
あ
る
こ
と
を
、
勇

猛
な
武
将
に
は
不
似
合
い
な
こ
と
と
し
て
揶
揄
す
る
意
図
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

な
お
、「
寒
話
」
や
「
当
話
」
で
は
、信
長
の
団
子
好
き
を
明
示
せ
ず
、ま
た
、

石
の
運
搬
の
対
象
と
し
て
足
利
義
政
の
旧
宅
に
あ
っ
た
「
九
山
八
海
」
に
触

れ
て
い
な
い
の
は
、
当
時
と
し
て
は
良
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
か
ら

こ
そ
表
現
す
る
こ
と
を
、
憚
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

注
１　

岩
淵
匡
編
（『
醒
睡
笑
静文
嘉庫
堂蔵　

本
文
篇
〔
改
訂
版
〕』
笠
間
書
院
・

　
　
　

二
〇
〇
〇
年
刊
）、
一
六
ペ
ー
ジ
。

注
２　
『
岩
波
文
庫
本
『
醒
睡
笑
（
上
）』』、
四
三
ペ
ー
ジ
。

注
３　
「
畠
」
は
「
昌
」
の
誤
。

注
４　
『
噺
本
大
系
』
第
一
巻
（
東
京
堂
出
版
・
一
九
七
五
年
刊
）、二
四
ペ
ー

　
　
　

ジ
。

注
５　
『
角
川
文
庫
本
『
醒
睡
笑
』（
上
巻
）』、
三
三
ペ
ー
ジ
。

注
６　

注
４
同
書
、
二
九
三
ペ
ー
ジ
。

注
７　

東
洋
文
庫
『
醒
睡
笑
』、
一
五
ペ
ー
ジ
。

注
８　

注
２
同
書
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

注
９　
『
新
訂
増
補
史
籍
集
覧
』
第
一
五
冊
（
臨
川
書
店
・
一
九
六
七
年
刊
）、

　
　
　

五
〇
六
ペ
ー
ジ
。

注
10　
『
続
群
書
類
徒
』
補
遺
三
（
続
群
書
類
徒
完
成
会
〈
訂
正
三
版
〉）・

　
　

一
九
五
五
年
刊
）、
五
一
ペ
ー
ジ
。

注
11　
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
第
七
七
回
（
新
潮
社
・
一
九
八
八
年
刊
）、

　
　
　

二
〇
三
ペ
ー
ジ
。

注
12　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
六
九
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
一
年



47

　
　
　

刊
）、
二
九
ペ
ー
ジ
。

注
13　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
一
〇
〇
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九
六
六
年

　
　
　

刊
）、
五
〇
五
ペ
ー
ジ
。

注
14　

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅲ

　
　
　

期
第
３
巻
（
同
朋
舎
・
一
九
九
八
年
刊
）、
二
九
九
ペ
ー
ジ
。

注
15　

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅲ

　
　
　

期
第
４
巻
（
同
朋
舎
・
一
九
九
八
年
刊
）、
二
一
〇
ペ
ー
ジ
。

注
16　

注
14
同
書
、
二
九
二
ペ
ー
ジ
。

注
17　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
六
〇
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
六
年
刊
）、

　
　
　

九
ペ
ー
ジ
。

注
18　
『
新
訂
増
補
史
籍
集
覧
』
第
二
二
冊
（
臨
川
書
店
・
一
九
六
七
年
刊
）、

　
　
　

五
七
〜
八
ペ
ー
ジ
。

注
19　
『
通
俗
日
本
全
史
』
第
七
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
一
九
一
二
〜
三

　
　
　

年
刊
）、
二
四
〜
五
ペ
ー
ジ
。

注
20　

岡
田
章
雄
訳
注
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』
岩
波
書
店
・

　
　
　

一
九
九
一
年
刊
）、
一
〇
一
ペ
ー
ジ
。

〈
う
る
し
ざ
き　
ま
さ
と
／
本
学
教
授
〉


